
様式第１号 

福井市学校版環境 ISO 実施計画書 

福井市長 様 

 

 私たちの学校は，恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために，環境保全に関する学習，教

育及び活動を積極的に行って，環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理解し郷土を愛す

るモラルの高い児童の育成に取り組むための実施計画を作成しましたので，福井市学校版環境ＩＳＯ

認定制度による認定の更新を申し込みます。 

                                  平成２６年 ５月 ９日 

学校名 福井市清水北小学校 

校長名   面  繁実   

 

 

１ 目標（学校の約束）                               

 ①清水北校区の環境，地球環境について学習します。 

 ②電気や水などの資源を大切に使います。 

  ③ごみを減らし，リサイクルに努めます。 

 

２ 取組内容   

 ①環境学習 

    ・自然、省エネ・省資源、環境教育に関する授業を行います。 

  ・４年生が緑のカーテン作りに取り組みます。 

 

 ②節電・節水の取組 

    ・環境委員会で節電や節水を呼びかけたり、強化週間を設けるなどして、全校で節電・節水に取

   り組みます。 

 

  ③ごみを減らす取組，リサイクル活動  

    ・取組への意欲を高めるために、環境委員会が呼びかけをしたり、アルミ缶の回収結果を放送や

   掲示物で知らせたりして、ごみの減量、アルミ缶やプラスチックの回収に取り組みます。 

 

 

★ＥＳＤポイント 

  ③のリサイクル活動では、委員会を中心に、全校でリサイクル活動に取り組むことで、協力し、主

体的に行動する力を身に付ける。（協力・参加） 

 また、限りある資源を将来や次世代のために有用に使用しなけらばならないことを理解する。（有

用性・公平性） 

 

 



様式第２号 （提出日）平成２７年１月２３日

福井市学校版環境 ISO 実施報告書

学校名 清水北小学校

１ 今年度の目標（学校の約束）

①清水北校区の環境，地球環境について学習します。

②電気や水などの資源を大切に使います。

③ごみを減らし，リサイクルに努めます。

２ 取組内容

①環境学習

・４年生は総合で環境学習に取り組みました。

【「緑のカーテン」作り】 【アースサポーターさんとの学習】

【クリーンセンター見学】 【浄水場見学】

②節電・節水の取組

・エアコンや扇風機、電灯、水の使用頻度が高い時期に、環境委員会が

節電や節水を呼びかけるポスター類を作成し、校内の水道や電気のス

イッチに掲示しました。

【節水ポスター】

③ごみを減らす取組，リサイクル活動

・職員室や教室に反古紙入れの箱を設置し

ました。反古紙は、裏面に印刷するだけ

でなく、学習の時に計算用紙や下書き用

の紙として再利用しました。

【裏面印刷用保護仕入れ】 【反古紙回収箱】

・環境委員会を中心に全校で、アルミ缶回収（月２回）、プラ回収（月１回）に取り組みました。



【アルミ缶回収の様子】 【回収の呼びかけと回収結果の掲示・キャラクター】

【教室、水道場にプラスチック等の回収箱を設置】

・環境委員会の児童が、ごみの削減やリサイクルを呼びかける活動をしました。

【教室を回っての呼びかけ・プ

ラゴミを小さくする実演】

★ＥＳＤポイント

③のリサイクル活動では、委員会が呼びかけをしてアルミ缶を回収しました。回収結果をキャラクタ

ーの数で表して視覚的に掲示したり、その日のうちに回収した間の数を放送で紹介したりしました。

昨年度よりもたくさんの児童がアルミ缶回収に協力するようになり、回収量も増えました。児童、

保護者の意識が少しずつ高くなっているようです。（協力・参加）

【具体的効果】

①②総合や家庭科、理科、社会の時間に環境について学んだこと、児童は、自然環境の大切さ、

資源の大切さに気付くことができました。

②③環境委員会の児童が節電節水、リサイクル活動に取り組んだり、学級で指導を継続したこと

３ で、リサイクルや節約の必要性などに対する意識が育ってきています。日常の生活の中で、リ

サイクルや節電節水に心がけている児童もいます。アルミ缶は、地域の人も自由に回収場に持

見 ってきていただけるようにしてあるので、近所の方や児童の保護者がアルミ缶をもってきてく

直 ださることがあります。

し

【改善点】

・地域の方や保護者に対する、環境学習やリサイクル等への取り組みのお知らせやリサイクル等

への協力依頼が十分ではなかったので、学校便りや学級便りでのお知らせを工夫していきたい。

・学習内容の関係で、授業で環境について取り組むことができる学年・学級と、十分に取り組む

時間がない学年がある。日々の生活の中で気付かせたり、意識付けをしたりできるように、教

師自信が課題意識を持って、無理はせず継続的に働きかけをしていきたい。


